
世界のマラソントップランナーを支える3人のオランダ人マネジャー

マラソンはどこまで速くなるのか？

この伝統的な42.195 ｋｍ の限界の壁はまだ見えていない。

 

今年は多くの記録を塗り替えた、劇的なマラソン年でしたね。いったいどこまで記録は伸びるのでしょうか？

レースの勝利をほぼ独占するケニアやエチオピア選手に勝てる他国選手が今後現れるでしょうか？

これらのマラソントップ選手の背後には、彼らを支える3人のオランダ人マネジャーが存在する。

いったいいつ2時間の壁は打ち破られるのか？この3人のマラソン見識者が6つの論題を検証。

（インタビュー：De Volkskrant 紙）　12-nov-2011

http://www.volkskrant.nl/vk/nl/2698/Sport/article/detail/3030950/2011/11/13/Hoeveel-

harder-kan-het-nog-op-de-marathon.dhtml

 

今日、世界のトップランクに入るオランダ人選手はいない。しかし、それぞれエージェントを構える世界に君臨す

る3人のアスレティックマネジャーがいる。Jos Hermens 61 , （ ） Gerard van de Veen（59）、Michel 

Boeting（40）。

今年は、彼らに所属するケニア人・エチオピア選手がシカゴ、ボストン、フランクフルト、東京、ロンドンなど含

め、14のビックレースに勝利を治めました。先週末のニューヨークマラソンでは1位、2位、3位と上位独占。

４選手が Haile Gebrselassie の旧世界記録よりも速く走り、5つのビックレースのコース記録を塗り替え、ケニ

ア勢が圧倒的な強さを見せた、まれにみない劇的なマラソンイヤーの立役者は、オランダ人３人の事務所に所

属する選手たちでした。

Haile Gebrselassie 選手、ケニアの Abel Kirui 選手（世界選手権２連覇）が最も信頼をおく Jos 

Hermens。.2011 年のニューヨークマラソン覇者 Geoffrey Mutai（ケニア）を管理する Gerard van de 

Veen。　過去２年間のアベレージタイム最速の Emmanuel Mutai（ケニア）をサポートする Michel 

Boeting。

3人のマネジャーは元マラソン選手であるにもかかわらず、近年の記録更新の流れに未知な部分を感じる。

いったいどこまで速くなるのか？。ケニア勢には勝てるのか？アフリカ選手以外に勝利のチャンスはあるのか？

大方の陸上ファンと同様、彼ら自身も疑問を抱く。次の6つの論題に基づいて彼らなりの検証を。

 

論題 1：　今後、白人選手がビックマラソンに勝つことはない。

 

Boeting:　おそらくそういう事はないでしょう。だだ絶対とは？スプリントの世界でも、長年言われてきましたが、

フランス人 Christophe Lemaitre が突如メダル競争に加わりましたね。ただ、白人ランナーが世界記録

を塗り替える事はないでしょう。

Hermans:　白人ランナーの2．05台はありえるでしょうが、2．02となると難しいですね。それに速い

白人ランナーがほとんどいないですね。アフリカ人はレースランナーで、白人は、ほとんどがジョッ

ガーです。

Van de Veen：白人ランナーは対象外でしょう。ただ、今年、Ryan Hall（アメリカ）がボストンを2.

04.58で走ってますね。追い風参考だけれども非常に印象的でした。

Hermans:　彼はアフリカ選手のように、高地で生まれ、人生のほとんどをカリフォルニアの標高2000 ｍ 以上



のところで過ごしてきました。アメリカでは選手はホームグランドを高地に選択しますが、ヨーロッパでは可能なの

にそれがなされていません。

 

 

論題 2：　来年2012に2時間の壁は破られるか？

 

Van de Veen 2.02： 代は出るでしょが、2時間以下はまだ先だと思います。

Hermans:　欧米的な取り組みをアフリカ選手に導入すれば、10年～20年後には可能性が見えてくる

かもしれません。ただ問題は、統制のとれたプロセスを踏んでいるアフリカ選手が少なすぎる事。き

ちんとトレーナー・フィジオテラポート・スポーツドクターの指導を受けている選手はほとんどいな

い。また彼らは、ウェイトトレーニングに真剣に取り組まないし、バランスの取れた食事やビタミン

サプリメント、システム的な練習に気を配らない。Haile（ Gebrselassie）も例外でない。

Boeting:　記録は伸びても、今後10年間それはありえないでしょう。私が心配しているのは、新記録に懲りすぎ

て、“いちかばちか”戦術が横行し、マラソンの権威が低下することです。

Hermans: Haile（ Gebrselassie）は私の友達でもあります。彼とはもう20年近く一緒にやってきました。それで

も彼がベルリンで肺に問題を起こしたときには、彼をスイスの専門医に診て貰うよう言い聞かせるために、たとえ

ですがピストルを頭に突きつけなければなりませんでした。“2人の医者の検診を受けたのに、なぜもう一

人？‘と。

彼は慢性的な肺の炎症のため肺機能の20％を数年間使用していなかったんですね。それでベルリンでは２．０

３以下を逃してしまったのです。

Boeting:　問題はスピードにあらず。ハーフで１時間を切る選手は充分いるけれど、大事なポイントは２時間維

持するための節約的な身体の確立です。

Hermans:　私の所にシカゴで優勝した Moses Mosop がいますが、彼なら2.02台は可能でしょう。し

かし、シカゴの後、彼はアキレス腱を痛めました。オランダに来てスポーツドクターの Peter 
Vergouwen の診断を受けるように勧めましたが、聞き入れませんでした。彼はケニアに戻り、電話も

切って数ヶ月コンタクトできませんでした。

　実際、ケニア･エチオピアではドイツやイギリスのように完備したスタッフ：フィジオ、ウェイトト

レーナー、心理学者、ベビーシッター的な身の回りの世話人…等が必要です。

しかし費用の問題で、なかなか実現は困難です。

 

 

論題 3：ケニア勢成功の鍵は、遺伝子では無く、ランニングカルチャー、

Boeting:　私は南アメリカを旅行したことがありますが、そこではケニアと同様の環境がありました。人々は小柄

で、軽量。高地に暮らし、農業共同体を営んでいます。しかし、なぜそこから優秀なランナーが出て来ないので

しょうか？そこではランニングは全く盛んではありません。しかし、ケニアは違います。ケニアには熱狂的なランニ

ングカルチャーがあります。

Hermans:‘Mutai と Mosop は今年最も速い選手でした。Mosop は偶然、我々の所へやって来ました。

ケニアではトレーニングも受けず、退屈しのぎに走っていました。Mutai は成功を逃した障害物ラン

ナー。数年前までは、木こりで銭を稼いでいました。彼らのような埋もれたタレントが沢山います。

残念ながら、ただ発掘されない。ケニア・エチオピアにはHaile（ Gebrselassie）のようなのが十数人存

在する。

Boeting:　遺伝子は確かに影響を与えるかもしれないが、やはりトレーニングが必要である。



Van de Veen：オランダの少年は、サッカー選手を夢見て、ケニアではそれがマラソン選手。

貧困から抜け出す原動力、職の無い少年達がランニングを始める。世界サーキットに参戦するために

は、少年達は自ずと速く走らなければならないことを悟る。

Hermans:　ケニアでは過去イギリスの植民地であったこともあり、しっかりしたものではないが、

それなりのストラクチャーがある。学校で毎週のようにレースが行われる。我々のようなトレーニン

グ施設を持ったマネジャーも数人存在する。それなりの走る環境があってもエチオピア・タンザニア

にはそれが無い。

 

 

論題 4；ケニア支配における問題点は：競技者を区別できない。

 

Boeting:　ケニア政府が陸上競技の国家的プロジェクトを、これまで組まなかったことを幸いと思うべきでしょう。

さもなければ今の数十倍のケニア選手でマラソン界はあふれていたことでしょう。

Hermans:　先週契約の件でナイキ本社へ行って来ました。ナイキ側に少し難問を突きつけると、彼

らは「Jos、いったい我々がどれだけのシューズをケニアやエチオピアで売り上げていると思っている

んだ。」…と。（*マーケティング価値が無い）私は言葉に詰まりました。

Van de Veen：その危機は高まりつつあります。6年前、フランクフルトで私の所に所属する選手が1

位、2位、3位、と上位を独占しました。3選手とも2.08台。その後、彼らは日本や韓国でかなり稼ぐ事

ができました。しかし現在では、同じ大会組織から2.04台、2.05台、2.06台の選手を要求してきます。

この先、2.07台の選手の行き場があるのでしょうか？

Boeting:　ケニア支配の影響には二つの局面があります。ゲブレサラッシのような特別な選手を除いて、アフリ

カ人トップ選手達のの輝かしいパーソナリティにほとんど触れないことです。

私からすれば、ジャーナリストの倦怠感に依存していると察知します。彼らがどんな選手なのか、パーソナリ

ティーを探る必要が無くなって来ている。（つまりどこの誰なのかは、関心が無い）。ニューヨークでは二人の

Mutais を区別するのに難儀していましたね。これが仮に３人のジョンソンであればまったく問題がな

かったでしょう。

＊補足（注；私観で紙面には記載されていない）：毎回違うレースで、毎回違うケニア人ランナーが、

毎回トップ記録で上位を独占し、これだけ多くのトップケニアランナーが出てくると、それぞれのラ

ンナーのドラマ性、パーソナリティーの関心度が薄くなる。ましてや全員の選手の顔・名前を把握で

きず、区別がつかない。最終的にはどの選手なのかという興味は全く無くなり、ケイア人1、ケニア人2、

3、4、…と言う感覚に陥る。

 Hermans:　ケニアでは、同姓が多すぎる。これが問題です。誰もが Kiplagat か Kipsang または

Mutai。エチオピアでは姓名が非常に難しい。それに彼らは年間通してほとんどメディアに注目されな

い。

Boeting:　視聴者にとって、マラソンTV観戦中にアフリカ選手を区別するのは、非常に難かしいのは想像の

つくところです。ましてや同じシャツ・ランパンで走っていればなおさらです。しかしビックレースでは彼らなしでは

考えられません。ビックイベントとしてのマラソンはさらに普及するでしょうし、TV放送される試合レースも必要で

す。

Hermans：私は奇妙なスプリット状態におかれています。それは、一方ではレースに勝つヒーローが

さらに必要で、同時にタレント発掘をしなければならない。しかし他方では、私の抱えている有名選

手を負かすようなタレントを探しに何故にケニアやエチオピアの奥地へ毎週のごとく、出かけなけれ

ばならないのか？　彼らの収入が下がり、今抱えているヒーローを失うことにもなる。

 

 



論題 5；欧米のマネジャーはケニア選手に必要悪か？：　

 

Van de Veen：過去には選手が彼らに悪用されて、搾り取られている例がいくつかありますね。

しかし、オランダ人にはそういうのはいないと思ってます。オランダ人は結構ケニア人に良く思われ

ています。我々は彼らの収入の15％でやっています。

Hermans：今はあまり悪い奴はいないですね。選手は自分でも時折交渉に加わりますから。

もし選手をだますようなことがあれば、結局は自分の首を絞めることになる。業界もお互いに信頼関

係でつながっていますから。

Boeting:　選手は、海外マラソンを走るためにマネジャーが必要です。さもなければ自国でレース先の国のビザ

摂取は不可能です。選手は招待状、航空チケット、銀行口座、保険、お金…等が必要です。ほとんどの選手が

銀行口座さえ持っていません。

Hermans：私の事務所では２０ヶ国１２０人の選手を抱えています。年間ハーフミリオンユーロ投資

しています。エチオピアでは専属のトレーナー、フィジオを雇い、ケニアでは駐在員をおいています。

真剣にビジネス面だけを考えれば、半分以上の選手の契約を切っています。手間がずっと楽で、収入

は同じです。私は不遜にも６０人ほどの選手を1000ドルベビーと呼んでいます。そこから15％、つまり

年間たった150ドル、彼らから手数料を頂くわけです。しかし彼らを切るわけにはいきません。ケニア

では1000ドルで一家、時には村全体が食っていけるわけですから。それに、私はこのビジネスをお金

の為にやっているわけではありません。私はその国の人々が好きだからです。

Van de Veen：私のところでは、40～50人のケニア人を扱っています。どのようにしてトップ選手に

達するのか。例えば、Wilson Kipsang　のように偶然出くわすのもいる。4年前に彼は自分で売り込

みに来たが、あいにく空きが無かった。ちょうどその時3人の選手を手配することになっていたレース

に欠員がでた。その日彼は私の軒先にいた。これは君のチャンスだね、と私は彼に伝えた。彼は最初

の5レース中4レースを制覇した。今では2.03.42でワールドランキング歴代2位にランクされている。

Boeting:　私は Kipsang　のようにはしない。私は21人抱えている。私は選手を管理し、選手のレース

を予知するような事はしない。私の場合、この選手がどのくらい良いのかではなく、どのように選手

を伸ばすかに重点を置いている。

 

 

論題 6； 10年以内にケニア女子選手も男子と同じようにマラソン界を支配するのか？

 

Hermans：現在私のところでは、ケニアで地元有力選手の協力を得て16歳少女の開発プロジェクトを

進めています。中にはすでにトップ並みのレベルで走るのも数人います。

Van de Veen：女子ではエチオピアのほうが幅の広がりがありますね。ケニアの場合、男性社会中心

的なところがあり、スポーツを含めて女性の社会活動を男性が抑制しています。

Boeting:　女性ランナーに対する敬意の度合いは、エチオピアの方がケニアよりずっと高いです。

多くのケニア女性は、彼女たちのパートナー、親族、あるいは村のおきてで走る機会を与えられません。ケニア

女性が男性からさらに自立する必要があります。

Hermans：しかし、わたしはケニア女性に期待しています。以前は妊娠するとランニング社会から消

えていましたが、最近は出産後にトップ選手が復帰してきています。ケニアの少女達も自意識に目覚

め始めました。彼女たちは自動的に男性に準拠しなくなってきています。


